
　６月４日に、「令和５年度森林・林業白書」（令和５年度森林及び林業の動向、令和６年度
森林及び林業施策）が閣議決定されましたので、その概要について、構成に沿って紹介します。
　国民の皆様に理解を深めていただけるよう、特集では一つのテーマを深掘りして記述する
とともに、各章で森林・林業・木材産業全体について体系的に記述・分析しています。ま
た、図表、写真、事例等を盛り込み、読みやすい白書となるよう心掛けています。この記事
で関心を持った箇所がありましたら本文も是非お読みください。 

令和５年度
森林・林業白書の

公表
～「花粉と森林」を特集～

特 集
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治
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
に
患
者
数
が

蓄
積
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
花
粉
飛

散
量
の
増
加
や
食
生
活
の
変
化
、
感
染

症
の
減
少
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
飛
散
量
の
増
加
の
要
因
と
し
て

は
、
ス
ギ
人
工
林
の
成
長
に
伴
い
、
雄

花
を
付
け
る
20
年
生
以
上
の
ス
ギ
林
の

面
積
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

今
回
の
白
書
の
特
集
は
、
花
粉
発
生

源
対
策
等
を
テ
ー
マ
に「
花
粉
と
森
林
」

と
し
ま
し
た
。

戦
後
、
社
会
的
要
請
に
応
え
て
ス
ギ

等
の
人
工
林
が
拡
大
し
た
一
方
で
、
こ

れ
ら
の
人
工
林
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て

ス
ギ
花
粉
症
等
が
顕
在
化
し
、
多
く
の

人
を
悩
ま
せ
る
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
特
集
で
は
、
ス
ギ
等
の
人

工
林
が
造
成
さ
れ
て
き
た
経
緯
や
ス
ギ

花
粉
症
等
の
顕
在
化
と
対
応
の
経
緯
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
花
粉
発
生
源
対

策
の
内
容
や
、
花
粉
発
生
源
対
策
を
含

め
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

森
林
を
育
む
と
い
う
森
林
整
備
の
方
向

性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

森
林
資
源
の
利
用
と

造
成
の
歴
史

１有
史
以
前
に
は
日
本
列
島
は
ス
ギ
な

ど
の
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
交
す
る
森

林
に
広
く
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
建
築
用

材
と
し
て
優
れ
た
特
性
を
持
つ
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
伐
採
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
資
源
の
減
少
に
対
応
し
て
、
植

栽
に
よ
る
人
工
林
の
造
成
が
始
ま
り
、

特
に
ス
ギ
は
、
成
長
が
早
く
用
途
が
幅

広
い
こ
と
な
ど
か
ら
全
国
各
地
で
造
林

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
大
量
伐

採
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
国
土
の
緑
化
、

復
興
期
に
お
け
る
旺
盛
な
木
材
需
要
へ

の
対
応
が
社
会
的
要
請
と
な
り
、
造
林

技
術
が
確
立
し
て
い
た
ス
ギ
等
の
針
葉

樹
の
人
工
林
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

ス
ギ
等
に
よ
る
花
粉
症
の

顕
在
化
と
対
応

2昭
和
36
年
に
ス
ギ
花
粉
症
が
初
め
て

報
告
さ
れ
、
そ
の
後
有
病
率
は
徐
々
に

増
加
し
、
令
和
元
年
に
は
39
％
に
達
す

る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

花
粉
症
患
者
の
長
期
的
な
増
加
の
背

景
と
し
て
は
、
一
度
発
症
す
る
と
自
然
に

原生的なスギと広葉樹の天然林（宮城県）

スギ人工林の林齢別面積の推移

花粉の少ないスギの例

伝統的なスギ林業地（奈良県）

一般的なスギ 少花粉スギ品種（神崎15号）
（写真提供：国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター）

特
集
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花
粉
症
・
花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て

は
、
関
係
省
庁
に
よ
り
実
態
把
握
や
治

療
法
開
発
な
ど
の
対
応
策
が
と
ら
れ
て

お
り
、
林
野
庁
で
は
、
花
粉
の
少
な

い
ス
ギ
の
開
発
、
花
粉
の
少
な
い
苗

木
（
注
）
の
増
産
等
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
ス
ギ
苗
木
の
生
産
量
の

約
５
割
が
花
粉
の
少
な
い
苗
木
と
な
っ

て
い
ま
す
。

花
粉
発
生
源
対
策
の

加
速
化
と
課
題

3令
和
５
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

関
係
閣
僚
会
議
で
、
10
年
後
に
は
花
粉

発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林
を
２
割
減

少
さ
せ
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
花
粉
量
の
多
い

年
で
も
過
去
10
年
間
の
平
年
並
み
の
水

準
ま
で
減
少
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
的（
30
年
後
）に

は
花
粉
発
生
量
の
半
減
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
森
林
施
業

の
集
約
化
や
路
網
整
備
と
い
っ
た
条
件

整
備
に
よ
る
伐
採
・
植
替
え
の
加
速

化
、
ス
ギ
材
の
需
要
拡
大
、
花
粉
の
少

な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
、
伐
採
・
植
替

え
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
林
業
の

生
産
性
向
上
と
労
働
力
確
保
等
の
対
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

人
と
森
林
の
よ
り
調
和
し
た

関
係
を
目
指
し
て

4「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」で
は
、
森

林
の
機
能
を
高
度
か
つ
持
続
的
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
多
様
で
健
全
な
森
林
に
誘

導
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

林
業
に
適
し
た
と
こ
ろ
で
は

資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す

る
一
方
で
、
林
業
に
と
っ
て

不
利
な
と
こ
ろ
で
は
天
然
林

に
近
い
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の

混
交
林
な
ど
に
誘
導
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
基
本
計
画
の
目
指
す
森

林
づ
く
り
の
加
速
化
は
花
粉

発
生
源
を
減
ら
す
こ
と
に
つ

な
が
る
と
同
時
に
、
花
粉
発

生
源
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

が
基
本
計
画
の
目
指
す
姿
の

実
現
を
進
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

今
後
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
お
い
て
必
要
な
取
組
を
集
中
的
に
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
様

に
も
木
材
需
要
の
更
な
る
拡
大
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、
花
粉
発
生

源
対
策
を
含
め
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
森
林
を
育
む
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
と
森

林
の
よ
り
調
和
し
た
状
態
を
目
指
し
て

社
会
全
体
で
森
林
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

花粉発生源となるスギ人工林の将来像

令和５年度 森林・林業白書の公表 ～「花粉と森林」を特集～特集

花粉発生源の減少に向けた取組

（
注
）
花
粉
の
少
な
い
苗
木
と
は
、
花
粉
の
少
な

い
ス
ギ（
少
花
粉
ス
ギ
・
無
花
粉
ス
ギ
・
特
定
母

樹
等
）か
ら
得
ら
れ
た
苗
木
で
す
。
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国
民
一
人
一
人
が
、
森
を
支
え
る
。

森
林
環
境
税
～
森
林
環
境
税
の
課
税
開

始
と
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況
～

1森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
国

土
の
保
全
な
ど
、
様
々
な
機
能
に
よ
り

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
一
方

で
、
担
い
手
の
不
足
等
に
よ
り
手
入
れ

が
行
き
届
い
て
い
な
い
森
林
の
存
在
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
森
林
の
公
的
な
整
備
が

必
要
と
な
る
一
方
、
山
村
地
域
等
の
市

町
村
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
森
林
の
恩
恵
を
受
け
る

国
民
一
人
一
人
が
負
担
を
分
か
ち
合
い

森
林
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
森
林

整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的

に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
令
和
元
年
度

に
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
先
行
し
て
森
林

環
境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ
て
お
り
、
５

年
を
経
て
各
地
で
取
組
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
財
源
と
な
る
森
林
環
境

税
の
課
税
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

合
法
伐
採
木
材
等
を
さ
ら
に
広
げ
る

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
改
正

2ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
、
合
法
性
が

確
認
さ
れ
た
木
材
等
の
流
通
増
大
を
通

じ
て
違
法
伐
採
の
抑
制
を
目
指
す
も
の

で
、
国
民
が
木
材
を
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
が
整
う
こ
と
に
よ
り
木
材
需

要
の
更
な
る
拡
大
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
に
は
、
川
上
・
水
際
の

木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認

等
の
義
務
付
け
等
を
内
容
と
す
る
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
一
部
改
正
法
が
成

立
し
ま
し
た
。

地
域
一
体
で
取
り
組
む 「
デ
ジ
タ
ル

林
業
戦
略
拠
点
」が
ス
タ
ー
ト

3
　
林
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
基
盤
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
一
方

で
、
デ
ー
タ
の
活
用
は
個
別
・
分
断
的

な
取
組
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
林
野
庁
で
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦

略
拠
点
」の
創
出
を
開
始
し
ま
し
た
。

  

G
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
持
続
可

能
な
森
林
経
営
・
木
材
利
用
に
言
及 

4

 

日
本
が
議
長
を
務
め
た
令
和
５
年
の

G
7
で
は
、
様
々
な
会
合
に
お
い
て

持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
木
材
利
用
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
、
特
に
広
島
サ
ミ
ッ

ト
で
は
「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
促

進
」
が
成
果
文
書
と
し
て
初
め
て
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
と
し
て
は
、
国

際
社
会
に
お
い
て
持
続
可
能
な
木
材
利

用
の
重
要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
引
き

続
き
積
極
的
に
発
信
・
共
有
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

山
地
災
害
等
へ
の
対
応

5
　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は
、
大
規
模
な
山
腹
崩

壊
等
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
林
野
庁

で
は
、
国
直
轄
に
よ
る
災
害
復
旧
等
事

業
や
生
業
再
建
に
向
け
た
支
援
等
に
よ

り
早
期
復
旧
へ
の
支
援
に
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
林
業
・
木
材
産
業
の

復
旧
・
復
興
を
通
じ
た
被
災
地
の
復
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

森林環境譲与税の取組事例
（森林整備）

G7広島サミットでは、国産ヒノキを
活用した机と椅子を利用

木造応急仮設住宅(長屋型)

ト
ピ
ッ
ク
ス
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第
Ⅰ
章　
森
林
の
整
備
・
保
全

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
国
土
強
靱
化
に
貢

献
す
る
森
林
の
多
面
的
機
能
や
、
そ
の

発
揮
に
向
け
た
森
林
の
整
備
・
保
全
の

動
向
、
国
際
的
な
取
組
に
つ
い
て
記
述

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
森
林
経
営
管
理

制
度
の
取
組
や
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

を
活
用
し
た
企
業
等
に
よ
る
森
林
づ
く

り
活
動
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅱ
章　
林
業
と
山
村（
中
山
間
地
域
）

林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山

間
地
域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
林
業
経
営
の
効
率
化

に
向
け
た
施
業
の
集
約
化
や
「
新
し
い

林
業
」
へ
の
取
組
、
き
の
こ
等
の
特
用

林
産
物
の
輸
出
拡
大
や
「
森
林
サ
ー
ビ

ス
産
業
」
の
創
出
に
向
け
た
取
組
が
進

展
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅲ
章 

木
材
需
要
・
利
用
と
木
材
産
業

木
材
需
給
、
木
材
利
用
と
木
材
産
業

の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
近
年
は
非
住
宅
・
中
高
層
建
築

物
の
木
造
化
・
木
質
化
や
消
費
者
へ
の

木
材
利
用
の
普
及
、
木
材
産
業
の
競
争

力
強
化
の
取
組
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅳ
章　
国
有
林
野
の
管
理
経
営

国
有
林
野
に
お
い
て
公
益
重
視
の
管

理
経
営
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
や
、
民

有
林
へ
の
技
術
の
普
及
等
に
よ
り
森

林
・
林
業
施
策
の
推
進
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅴ
章　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

海
岸
防
災
林
等
の
復
旧
が
進
展
し
て

い
る
こ
と
や
、
し
い
た
け
原
木
林
等
の

再
生
に
向
け
た
取
組
、
安
全
な
特
用
林

産
物
の
供
給
に
向
け
た
体
制
整
備
等
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
白
書
の
全
文
と
概
要
を
林
野
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
過
去
の
白
書
を
含
め
て
一
括
で

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る
サ
イ
ト
を
林

野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

これまでの
森林・林業白書

（一括検索サービス）
https://www.rinya.maff.go.jp/
j/kikaku/old-hakusho-search/

Ｊ-クレジット認証を取得した社有林
「森のようちえん」の取組
(写真提供：認定NPO法人森のECHICA)

ロサンゼルスで乾しいたけの情報を発信

地域産のスギ材による木工体験と木工品販売
中高層建築物の木材利用
(写真提供：株式会社シェルター)

高校におけるスマート林業教育
（アプリによる毎木調査）

令和５年度 森林・林業白書の公表 ～「花粉と森林」を特集～特集

各
章

https://www.rinya.maff.go.jp/j/
kikaku/hakusyo/r5hakusyo/index.html
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